
調 査 区 １

- 1 -

永吉天神段遺跡現地説明会資料
な が よ し て ん じ ん だ ん い せ き
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〈遺跡の立地〉

遺跡は，大崎町永吉の档ヶ山集落に所在し，持留 川 とその支流に挟まれたシラス台地
まてがやま もち どめがわ

に立地しています。調査区は，標高の低い調査区１と標高の高い調査区２に分かれてい

ます。調査区１の標高は約35ｍ，調査区２の標高は約50ｍです。

遺跡の位置（ 1:25,000）

空から見た遺跡（矢印が調査２区）
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荒園遺跡

下 堀 遺 跡

永吉天神段遺跡とは
永吉天神段遺跡は，東九州自動車道建

設に伴い，平成23年度から県立埋蔵文化

財センターが発掘調査を行っています。

これまでに，縄文時代早期（約7,300
そう き

年前）の巨大地震に伴う噴砂跡，縄文時
ふ ん さ

代 前 期（約5,000年前）の土器・石器，
ぜん き

弥生時代（約2,100年前）と平安時代（約

1,200年前）の集落跡などが発見されま

した。
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永吉天神段遺跡
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